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『
青
森
県
史

資
料
編

近
世

南
部

八
戸
藩
領
』

5

2

岩
淵

令
治

本
書
は
、
青
森
県
史
の
近
世
の
資
料
編
と
し
て
は
五
冊
目
の
刊
行
で
、
前
回
の

『
青
森
県
史

資
料
編

近
世

津
軽

後
期
津
軽
領
』
か
ら
五
年
ぶ
り
と
な

3

2

る
。
東
日
本
大
震
災
を
は
さ
ん
で
の
刊
行
は
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
ご
苦
労
が
あ
っ
た

か
と
思
う
。
た
だ
で
さ
え
、
自
治
体
史
の
資
料
編
の
刊
行
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
中
で
、
貴
重
な
史
料
の
数
々
を
翻
刻
し
、
世
に
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
み

な
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。

さ
て
、
同
書
は
以
下
の
構
成
か
ら
な
っ
て
い
る
。

第
一
章

八
戸
藩
の
成
立
と
幕
藩
関
係

第
一
節

八
戸
藩
の
成
立

第
二
節

幕
藩
関
係
の
展
開

第
二
章

藩
政
の
展
開
と
地
域
社
会

第
一
節

八
戸
藩
領
の
村
落

第
二
節

農
民
支
配
の
展
開
と
元
禄
飢
饉

第
三
節

藩
財
政
の
構
造

第
三
章

地
方
知
行
制
下
の
藩
士
と
百
姓

第
一
節

藩
政
前
期
の
知
行
所
支
配

第
二
節

藩
政
前
期
の
藩
士
開
発
新
田
と
検
地

第
三
節

藩
政
中
後
期
の
知
行
所
支
配

第
四
章

八
戸
城
下
の
構
造
と
城
下
商
業
の
展
開

第
一
節

八
戸
城
下
の
構
造

第
二
節

城
下
商
業
の
形
成
と
展
開

第
五
章

産
業
の
発
達

第
一
節

漁
業

第
二
節

鉄
産
業

第
三
節

馬
産
・
牛
産

第
四
節

製
塩
業

第
六
章

交
通
の
発
達

第
一
節

海
上
交
通

第
二
節

陸
上
交
通

第
七
章

信
仰
と
宗
教

第
一
節

宗
教
政
策
と
寺
社
領
の
支
配

第
二
節

民
衆
と
宗
教

第
三
節

神
社
の
祭
礼

第
八
章

後
期
藩
政
の
動
向

第
一
節

宝
暦
以
後
の
藩
政

第
二
節

文
政
改
革

第
三
節

改
革
後
の
藩
政

第
四
節

海
防
問
題
と
北
方
問
題

付
図

天
保
陸
奥
国
南
部
領
絵
図

奥
州
八
戸
御
城
下
絵
図

1

2

第
一
章
で
は
、
八
戸
藩
の
分
立
と
初
期
藩
政
の
動
向
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
と
く

に
、
幕
府
・
盛
岡
藩
と
の
関
係
も
含
め
た
八
戸
藩
の
成
立
過
程
、
初
代
藩
主
直
房
の

死
、
綱
吉
政
権
下
で
側
衆
に
と
り
た
て
ら
れ
た
二
代
藩
主
直
政
に
と
く
に
ス
ポ
ッ
ト
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が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
解
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、
県
外
の
史
料
を
博
捜
し
、
盛
岡
藩

の
ほ
か
、
幕
府
側
の
史
料
（
「
柳
営
日
次
記
」
な
ど
）
も
所
載
し
て
い
る
点
が
特
徴

で
あ
ろ
う
。
側
衆
を
つ
と
め
た
際
の
日
記
が
、
御
用
商
人
の
西
町
屋
の
文
書
に
収
め

ら
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
藩
政
の
成
立
の
項
に
は
、
初
期
の
重
要
な
家
臣
二
人

を
と
り
あ
げ
、
特
色
を
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
八
戸
南
部
家
の
系
図
や
幕
府
へ
の
役

の
概
要
が
示
さ
れ
た
史
料
は
、
近
刊
の
『
新
編
八
戸
市
史
』
で
も
未
掲
載
で
あ
り
、

本
書
で
も
藩
主
の
系
図
が
し
お
り
に
示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
第
八
章
の
家

格
問
題
な
ど
も
考
え
れ
ば
、
た
と
え
既
刊
の
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
あ
っ
て
も
、

藩
主
の
「
家
」
の
歴
史
が
概
観
で
き
る
史
料
も
掲
載
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

第
二
章
は
、
農
村
構
造
や
農
村
支
配
の
展
開
、
藩
財
政
や
飛
地
の
志
和
領
の
支
配

に
関
す
る
史
料
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
南
部
藩
領
や
八
戸
藩
領
に
つ
い
て
は
、
村
政

に
か
か
わ
る
い
わ
ゆ
る
地
方
文
書
が
残
存
し
て
い
な
い
と
聞
く
。
前
期
に
中
心
を
お

く
と
し
な
が
ら
、
後
期
の
史
料
も
か
な
り
含
ま
れ
る
が
、
史
料
的
制
約
を
考
え
れ
ば

や
む
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
中
で
、
村
明
細
帳
の
代
わ
り
に
巡
見
使
へ
の
報

告
を
掲
載
し
て
一
次
史
料
か
ら
村
の
概
況
を
示
す
な
ど
、
史
料
選
定
の
工
夫
が
う
が

え
る
。
ま
た
、
盛
岡
藩
領
・
南
部
藩
領
の
農
政
に
お
い
て
、
年
貢
関
係
証
文
が
藩
か

ら
村
で
は
な
く
個
別
の
家
に
直
接
発
給
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
口
絵
写
真
で

初
期
の
も
の
を
全
点
掲
載
さ
れ
た
の
も
貴
重
で
あ
る
。
藩
財
政
の
史
料
も
断
片
的
で

あ
る
が
、
藩
の
日
記
か
ら
抽
出
し
た
農
村
法
令
、
農
政
と
併
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
で
、

藩
政
と
村
を
一
体
化
し
て
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

二
四
七
の
志
和
代
官
の

№

業
務
日
誌
は
飛
地
領
支
配
の
史
料
と
し
て
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
藩
士
の
統
制
の
史

料
が
本
章
に
入
っ
て
い
る
の
が
気
に
な
っ
た
（

一
七
一
、

一
七
六
、

一
七

№

№

№

七
）
。
た
と
え
ば

一
七
一
は
武
家
の
城
下
町
集
住
を
考
え
る
上
で
重
要
な
史
料
で

№

あ
り
、
第
四
章
の
解
説
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
史
料
番
号
は
付
さ
れ
て
い

な
い
）
こ
と
も
考
え
る
と
、
第
四
章
も
し
く
は
第
八
章
に
収
録
し
た
方
が
よ
い
よ
う

に
も
思
え
た
。

第
三
章
は
、
八
戸
藩
の
構
造
で
重
要
で
あ
る
地
方
知
行
制
を
新
田
開
発
と
併
せ
て

と
り
あ
げ
て
い
る
。

二
八
八
は
年
貢
・
諸
役
や
年
中
行
事
、
知
行
主
か
ら
村
役
人

№

へ
の
振
る
舞
い
（
椀
飯
）
な
ど
、
知
行
所
支
配
の
概
要
が
把
握
で
き
る
興
味
深
い
史

料
で
あ
る
。
ま
た
、
八
戸
藩
の
検
地
方
法
と
検
見
法
を
具
体
的
に
示
し
た

二
八
六

№

は
、
地
域
史
の
み
な
ら
ず
、
検
地
の
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

第
四
章
は
、
城
下
町
八
戸
の
構
造
と
商
業
を
と
り
あ
げ
る
。
藩
の
町
奉
行
や
町
の

町
役
人
の
史
料
が
残
存
し
て
い
な
い
が
、
御
用
商
人
の
文
書
よ
り
、
個
別
町
の
人
口

や
職
種
、
借
家
、
一
年
分
の
町
触
を
示
し
、
町
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
商

業
に
つ
い
て
は
、
民
衆
の
生
活
に
か
か
わ
る
木
綿
（
と
く
に
上
方
か
ら
の
古
手
の
仕

入
）
と
、
城
下
で
大
き
な
財
力
を
誇
っ
た
酒
に
絞
っ
て
、
史
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

酒
仲
間
の
動
向
が
わ
か
る
「
永
歳
目
安
録
」
（

三
〇
〇
）
は
興
味
深
い
。
紙
幅
の

№

関
係
で
、
「
御
触
状
」
（

二
九
九
）
や
、
御
用
商
人
の
覚
書
で
あ
る
「
永
代
書
留

№

伝
」
（

二
九
六
・
二
九
七
）
が
一
部
略
さ
れ
た
の
は
や
や
残
念
で
あ
っ
た
。

№

第
五
章
は
、
農
産
物
以
外
の
代
表
的
な
物
産
と
し
て
、
漁
業
・
製
鉄
・
馬
・
塩
の

史
料
を
と
り
あ
げ
る
。
鉄
山
経
営
が
御
用
商
人
の
引
継
ぎ
の
史
料
に
よ
っ
て
示
さ
れ

る
な
ど
、
い
ず
れ
の
史
料
も
興
味
深
か
っ
た
が
、
馬
産
・
牛
産
に
つ
い
て
牧
な
ど
特

産
品
や
御
用
馬
と
し
て
の
馬
と
と
も
に
、
農
業
生
産
に
か
か
わ
る
牛
馬
の
史
料
が
と

も
に
収
載
さ
れ
て
い
る
の
が
気
に
な
っ
た
。
村
の
人
別
と
牛
馬
の
改
め
（

三
八

№

四
）
な
ど
は
第
二
章
に
入
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
六
章
で
は
、
海
上
交
通
と
、
陸
上
・
河
川
交
通
を
扱
う
。
海
上
交
通
は
特
産
品
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の
全
国
流
通
に
焦
点
を
あ
て
、
広
域
の
流
通
の
史
料
が
収
録
し
て
い
る
。
志
和
領
の

飯
米
移
出
を
統
括
し
た
郡
山
蔵
宿
の
業
務
日
誌
（

四
一
三
）
、
悪
銭
の
流
通
状
況

№

（

四
四
〇
）
を
は
じ
め
、
大
豆
が
味
噌
の
材
料
と
し
て
、
〆
粕
が
木
綿
生
産
に
不

№
可
欠
な
も
の
と
し
て
東
海
地
方
に
移
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
（

四
四
三
・
四
四
四
）

№

な
ど
、
近
年
の
流
通
史
研
究
の
動
向
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
陸

上
・
河
川
交
通
で
は
、
伝
馬
制
度
や
参
勤
交
代
の
ほ
か
、
領
内
の
生
産
物
移
送
で
塩

が
主
要
街
道
を
通
ら
ず
に
牛
で
移
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

第
七
章
は
、
藩
の
宗
教
統
制
、
民
衆
の
信
仰
を
扱
う
。
と
く
に
修
験
道
関
係
が
一

つ
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
京
都
の
本
山
で
あ
る
聖
護
院
に
院
号
を
請
け
に
行
く
時

の
日
記

四
九
〇
、
博
奕
宿
の
場
と
な
っ
て
処
罰
さ
れ
た
例

四
八
八
、
藩
と
祈
祷

№

№

寺
や
館
神
と
さ
れ
た
神
社
と
の
関
係
、
寺
院
の
仲
裁
機
能
、
領
外
よ
り
や
っ
て
来
る

宗
教
者
、
城
下
の
祭
礼
、
御
用
商
人
で
あ
る
京
都
の
商
人
の
取
次
に
よ
っ
て
山
車
人

形
が
京
都
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
宗
門

人
別
帳
は
、
檀
家
制
度
を
示
す
と
い
う
点
で
は
宗
教
に
も
な
ろ
う
が
、
戸
口
と
い
う

点
で
第
二
章
に
入
れ
た
方
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
よ
う
に
も
思
う
。

第
八
章
は
後
期
藩
政
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
飢
饉
と
財
政
難
に
対
す
る
政
策
を
軸

に
宝
暦
以
降
・
文
政
改
革
・
改
革
後
に
分
け
て
史
料
を
収
載
し
、
さ
ら
に
幕
末
の
海

防
問
題
と
北
方
問
題
に
焦
点
を
あ
て
る
。
改
革
後
に
つ
い
て
は
、
島
津
家
か
ら
九
代

藩
主
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
る
家
格
上
昇
の
運
動
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
文
政
改
革
に

つ
い
て
は
、
第
五
章
の
産
業
や
第
六
章
の
流
通
が
藩
専
売
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る

の
で
、
前
の
章
と
の
関
連
を
解
説
で
示
し
て
お
い
た
方
が
、
読
み
手
に
は
親
切
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
紙
幅
と
評
者
の
能
力
か
ら
、
個
人
的
な
関
心
に
よ
る
駆
け
足
の
紹
介
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後
に
全
体
を
通
し
て
の
所
感
を
述
べ
た
い
。

本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
冒
頭
の
巻
の
ね
ら
い
で
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
藩
領
域
を

重
視
し
、
県
域
を
越
え
て
史
料
を
収
載
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
幕
府
関
係

や
、
い
わ
ば
江
戸
賄
領
と
も
い
え
る
飛
地
の
志
和
領
、
廻
船
関
係
の
史
料
の
収
載
は
、

こ
う
し
た
方
針
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
同
時
進
行
の
『
新
編
八
戸
市
史
』
を
は
じ
め
、
既
存

の
自
治
体
史
や
史
料
集
と
の
棲
み
分
け
が
図
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
家
臣
団
の

項
で
分
限
帳
の
掲
載
を
避
け
た
の
は
、
既
に
八
戸
市
が
活
字
化
を
す
す
め
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

二
九
九
・
三
七
七
・
五
〇
五
は
『
新
編
八
戸
市
史
』
と
異
な
る
年
の

№

冊
を
収
録
し
、
比
較
検
討
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
読
者
は
テ
ー
マ
別
の
構
成
を
と

る
本
書
か
ら
論
点
を
学
ぶ
こ
と
で
、
藩
の
日
記
類
を
編
年
体
で
編
纂
し
た
既
刊
の

『
八
戸
藩
史
料
』
や
『
八
戸
市
史

資
料
編
』
も
よ
り
深
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

ま
た
、
収
録
史
料
の
配
列
は
、
藩
政
や
家
臣
団
と
地
方
や
商
業
・
産
業
を
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
配
置
し
て
お
り
、
冒
頭
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
藩
政
と
社
会
を
総

合
的
に
み
る
と
い
う
ね
ら
い
は
十
分
に
実
現
し
て
い
る
。
藩
の
御
用
商
人
西
町
屋
の

史
料
の
活
用
も
特
筆
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
テ
ー
マ
の
中
で
は
、
第
三
章

の
新
田
開
発
停
止
の
要
因
に
水
源
涵
養
林
の
伐
採
や
草
刈
場
の
利
用
制
限
、
第
八
章

の
大
豆
増
産
に
伴
う
猪
食
害
の
拡
大
と
飢
饉
、
第
五
章
の
干
鰯
猟
と
沖
合
の
漁
業
と

の
対
立
、
製
鉄
に
お
け
る
砂
鉄
選
別
や
炭
薪
生
産
に
伴
う
森
林
伐
採
が
環
境
や
社
会

に
与
え
る
影
響
な
ど
、
環
境
史
へ
の
意
識
が
通
底
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
疑
問
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
近
年
、
藩
政
史
研
究
に
つ
い
て
は
、

「
藩
社
会
」
論
や
「
藩
世
界
」
論
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
評
者
自
身
は
、
江
戸
藩
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邸
を
財
政
以
外
の
局
面
で
も
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
他
の
自
治
体
史
と
同
様
、
本
書
で
も
江
戸
藩
邸
の
掲

載
史
料
が
、
二
代
藩
主
の
側
衆
就
任
に
伴
う
屋
敷
拝
領
お
よ
び
財
政
に
お
け
る
江
戸

で
の
支
出
に
か
か
わ
る
数
点
の
史
料
と
、
口
絵
の
藩
邸
絵
図
一
点
に
限
ら
れ
て
い
る

の
が
気
に
な
っ
た
。

ま
た
本
巻
に
限
ら
な
い
が
、
史
料
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
が
少
な
い
印
象
を
持
っ
た
。

各
章
冒
頭
の
解
説
は
質
の
高
い
も
の
が
多
く
、
八
戸
藩
領
の
概
要
を
学
ぶ
の
に
た
い

へ
ん
便
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
解
説
が
付
さ
れ
な
い
史
料
も
ま
ま
み
ら
れ

る
。
自
治
体
史
の
資
料
編
で
は
、
一
点
一
点
に
解
説
を
つ
け
る
方
式
、
章
ご
と
に
ま

と
め
て
解
説
す
る
方
式
、
そ
の
両
方
を
と
る
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
と
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
新
編
八
戸
市
史
』
や
『
千
葉
県
史
』
な
ど
、
資
料
編
の
中

に
文
書
一
点
か
ら
読
み
解
く
コ
ラ
ム
を
付
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
せ
っ
か
く
掲
載
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
詳
細
な
解
説
が
あ
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
さ
ら
に
、
史
料
の
保
存
・
活
用
と
い
う
点
で
は
、
史
料
群
の
解
説
も
付
し
て
い

た
だ
け
る
と
よ
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
口
絵
や
付
図
が
、
本
文
の
解
説
で
は
関

連
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
と
く
に
第
四
章
に
関
連
す
る
付
図
の
八
戸
城

下
の
図
、
第
五
章
の
製
鉄
と
口
絵
の
遺
跡
発
掘
の
写
真
、
第
六
章
に
対
応
し
た
船
絵

馬
や
一
里
塚
な
ど
、
読
者
に
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
史
料
の
解
読
の
助
け
に

な
る
も
の
が
収
載
さ
れ
て
い
た
の
に
残
念
で
あ
っ
た
。
古
文
書
を
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
一
般
市
民
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
は
、
博
物
館
に
勤
め
る
評

者
自
身
の
課
題
で
も
あ
り
、
言
う
が
易
し
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、

読
者
、
と
く
に
研
究
者
以
外
の
方
へ
の
配
慮
は
重
要
だ
ろ
う
。

青
森
県
史
の
近
世
の
資
料
編
の
刊
行
は
、
あ
と
一
冊
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
今

後
、
資
料
編
を
基
礎
と
し
た
通
史
編
の
叙
述
を
す
す
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ぜ
ひ

収
録
し
き
れ
な
か
っ
た
豊
か
な
収
集
史
料
の
活
用
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
公
文
書
館
の
設
置
の
検
討
な
ど
も
含
め
、
収
集
史
料
の
保
存
と
公
開
、
古
文
書

の
公
開
講
座
や
教
育
現
場
と
の
連
携
な
ど
、
さ
ら
に
青
森
県
史
の
活
動
が
次
の
ス
テ

ー
ジ
に
展
開
す
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

（
Ａ
４
判
、
七
九
一
頁
、
青
森
県
、
価
格
五
八
八
〇
円
、
二
〇
一
一
年
三
月
刊
）
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国
立
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史
民
俗
博
物
館
准
教
授
）


